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卒論の予定目次構成 再改訂版 
 

題名 ベーシック・インカムは人々の暮らしを変えるのか 
 
1. 序論 
2. ベーシック・インカムの概要 
 ●ベーシック・インカムとは 
 ●ベーシック・インカムの歴史、歩み 
  ・アメリカ、イタリア、イギリスの福祉運動の歴史 
  ・諸外国の論者の考えについて 
  ・フリードマンの「負の所得税」について 
 
3. 現在の社会保障の問題とベーシック・インカム導入後にどのような変化が生まれるのか 
 ●現行の社会保障の問題点 
  ・生活保護が十分に機能していない 
  ・年金問題 
 ●日本の労働環境における社会保障 
  ・「企業中心社会」について 
 →非正規雇用者の増加と社会保障の関係 
 →女性の社会進出と社会保障の関係 
  ・AI による労働の変化による社会保障の限界 
 →人工知能の出現によって雇用はどのように変化するのか 
 ●ベーシック・インカム導入後、日本の社会保障の問題はどのように変化するのか 
 ・生活保護とベーシック・インカムの違い 
→労働インセンティブを低めてしまうのか 
→貧困の解消になるのか 
 

4. ベーシック・インカムを導入するための財源、ベーシック・インカム導入後の試算 
 ●財源をどのように調達するのか 
  ・小沢修司氏の考え 
  ・井上智洋氏の考え 
  ・その他論者の考え 
 ●各論者のベーシック・インカム導入後の試算について 
  ・小沢修司氏が著書で述べていた 3 つの試算 
  ・原田泰氏が著書で述べた試算 
 ●年収別、家族構成別にベーシック・インカム導入後の試算 
  ・年収 450 万円、300 万円、800万円、夫婦のみや子ども有りなど様々な例を取り上げる 
  →月 8 万円や 7万円など給付額についても検証 
 ●試算からわかること 



2021年__月__日 EX____ ○○○○ 

2 

  ・試算結果 
 
5. フィンランドによるベーシック・インカムの社会実験について 
 ●2017年から 2018年にかけてベーシック・インカムの社会実験の結果 
  ・実際に行うことで見えてくるもの 
6. 結論 

・ベーシック・インカムのメリット、デメリット 
→日本でベーシック・インカム導入された時に期待できること 
・考察、感想 
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